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第 27 回交通・物流部門大会（TRANSLOG2018） 
第 25 回鉄道技術連合シンポジウム（J-RAIL2018） 
日時：2018 年 12 月 5 日（水）～12 月 7 日（金） 

場所：東京大学 生産技術研究所 

http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/access/ 

 

ショットガンセッション 発表者ガイドライン 
各位 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、このたび、ショットガンセッションにご登録頂き、誠にありがとうございます。

発表者各位におかれましては、下記の事項にご留意の上ご発表くださいますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

敬具 

記 

1. 発表当日までの流れ 

No 受付締切 内容 備考 

1 8/20(月) 申込登録 一般ｾｯｼｮﾝ同様のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ登録 

2 10/9(火) 講演論文の提出 一般ｾｯｼｮﾝ同様のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ登録 

 11/21(水) 口頭発表用資料の提出 TRANSLOG：一般ｾｯｼｮﾝ同様

のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ登録 

J-RAIL：下記問い合わせ先へ

メールにて提出 

4 
12/5(水)～12 月

7 日（金） 
開催日 

発表当日に各発表者ポスター 

持参し事前準備 

 

2. 発表当日の流れ 

時間 内容 場所 

ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 15 分前迄 発表者準備（ポスターの掲出） ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ前広場 

ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 10 分前 発表者集合 
第 1 室 

（ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ） 

ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ口頭発表開始 各発表者 30 秒のｼｮｰﾄﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  〃 

口頭発表終了後ポスター発表開始 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾎｰﾙ前広場 
残り時間 3/3 の 1 講演番号奇数 

残り時間 3/3 の 2 講演番号偶数 

残り時間 3/3 の 3 全体 
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3. 口頭発表について 

（１）口頭発表方法と流れ 

口頭発表は、各発表者 30 秒で、前方の舞台に上がって行います。なお、発表は事前にご

提出いただいた口頭発表用 PDF 資料ファイルを使って行いますが、口頭発表用の機材（パ

ソコン、プロジェクター等）は、会場にて用意いたします。 

また、口頭発表用の PDF 資料は各自 1 枚構成とし、内容は ①タイトル・所属・氏名 ②

訴えたいこととします。 

時間に限りがあるため、発表が 30 秒を超えた場合は話の途中であっても次の発表に移り

ますので、あらかじめご了承ください。 

 

＜発表の流れ＞ 

○  

↓  

発表者 B 氏 ←B氏の資料をスクリーンに表示(30 秒) …発表 

↓ ←C氏の資料を  〃     (15 秒) …入替 

発表者 C氏 ←C氏の資料を  〃     (30 秒) …発表 

↓  

○  

 

（２） 講演番号及び講演順番について 

口頭発表は、プログラム掲載の講演番号順で行います。 

 

（３）口頭発表用資料 PDF ファイルの提出および作成方法について 

ア 提出方法及び提出期限 

①口頭発表用資料 PDF ファイルは 

TRANSLOG：https://www.sasj2.net/MAS/jsmetranslog/welcome へログインして提出してくだ

さい。 

J-RAIL：下記問い合わせ先へメールにて提出してください。 

②提出期限は、2018 年 11 月 21 日（水）です。締切厳守のほど、お願いします。 

締切後の差し替えはできませんので、あらかじめご了承下さい。 

 

 イ 作成方法 

PDF 資料は、次ページに示す作成例を参考に、以下の要領に従って作成して下さい。 

 PDF 資料は A4 サイズ、横向き、1 枚とします。 

 PDF 資料の背景、デザイン、フォント等は自由です。 

 資料には必ず、講演番号・講演タイトル・氏名・所属を記述して下さい。 
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 以降の内容は、各講演において訴えたい内容を記述して下さい。図、写真、表など

の挿入は自由です。 

 PDF ファイルのため、口頭発表時、アニメーション等の機能は使用できません。 

 口頭発表時当日のパソコンの操作は、担当委員にて行います。 

以上 
 

 
 

4. ポスター発表について 

（１）ポスター発表の方法と流れ 

すべての口頭発表が終了した後、発表者は各自のポスター前にて待機いただきます。全

ての口頭発表終了後、発表者および聴講者は、それぞれのポスター前に集まって、口頭発

表では十分でない内容等について、議論を深めてください。聴講者は各ポスターを回り、

発表者と議論をする中で、発表テーマの理解をより深めていただきます。なお、討論時間

は、上記「2.発表当日の流れ」の通りです。 

（２） ポスター発表用資料の作成及び掲示方法について 

各発表者用の掲示用パネルの大きさは、幅900mm×高さ1500mmです（パネルは会場にて用

意します）。発表者は、会場にて各自持参いただいたポスターの掲示をしてください。その

他の注意事項は以下のとおりです。 

TRANSLOG2018 or J-RAIL2018 
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 会場到着を受付に告げて下さい。 

 ポスターの背景、デザイン、フォント等は自由です。 

 ポスター用紙の大きさ、枚数、種類は問いませんが、上記に示したパネル内に収ま

る範囲でお願いします。 

 ポスターは隅を画鋲で留めて固定します。 

 差し棒は、各自で用意して下さい。 

 

5. 審査について 

 ショットガンセッションにおいては、優秀発表者の選考を行います。提出論文、口頭発

表、ポスター発表について審査員が採点を行います。但し、ポスター発表の審査において

は、タブレット端末等を利用した説明は加点対象とせず、ポスターを利用した発表のみを

審査対象とします。 

 

6. 表彰について 

優れた発表の講演者は、優秀発表賞の贈呈をいたします 

受賞者へは講演会終了後に受賞の通知をいたします。 

表彰式は 3 月頃を予定しています。 

 

7. 問合せ先 

TRANSLOG2018・J-RAIL2018 実行委員会 事務局 

E-mail：kosaka@jsme.or.jp 

担当：日本機械学会 担当職員 小阪 

TEL:03-5360-3500 

 

tel:03-5360-3500

